
​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​ ​を計算しなさい。​
​𝑥​+​2​​𝑦​

​3​ − ​2​​𝑥​−​9​​𝑦​
​7​

​(2)​ ​のとき、​ ​の値を求めなさい。​​𝑥​ = ​2​ − ​2​ ​𝑥​​2​ − ​4​​𝑥​ + ​6​

​(3)​ ​を因数分解しなさい。​(​𝑥​ − ​𝑦​)​2​ − ​2​(​𝑦​ − ​𝑥​) − ​3​

​(4)​​a,bを定数とする。関数​ ​について、xの変域が​ ​x ≦ aのときのyの変域が​​𝑦​ =− ​1​
​4​ ​𝑥​​2​

− ​6​​ ​​≦​

​-16 ≦y ≦ bであるとき、a,bの値をそれぞれ求めなさい。​

​(5)​​n を自然数とする。​ ​を満たす自然数 x の個数を n を用いて表しなさい。​​2​ ​𝑛​​ ​​＜​​ ​ ​𝑥​​ ​​＜​​ ​​3​ ​𝑛​

​(6)​​二つの箱A,Bがある。箱Aには数の書いてある3枚のカード[1],[4],[5]が入っており、箱Bには奇数​

​の書いてある3枚のカード[3],[7],[9]が入っている。箱Aからカードを2枚、箱Bからカードを1枚​

​同時に取り出し、取り出した3枚のカードそれぞれに書いてある数で、大きい順にa,b,cとする。​

​このとき、​ ​となる確率はいくらですか。(どのカードが取り出されることも同様に確​​𝑎​ + ​𝑐​ = ​2​​𝑏​
​からしい。)​

​(7)​​5人の生徒が反復横跳びを行い、その回数をそれぞれ記録した。次の表は、それぞれの生徒の回数​

​を示したものである。この5人の反復横跳びの回数の平均は49.8回である。表中のxの値を求めな​

​さい。​

​Aさん​ ​Bさん​ ​Cさん​ ​Dさん​ ​Eさん​

​回数​ ​38​ ​51​ ​62​ ​43​ ​x​

​(8)​​次の2つの条件を同時に満たす自然数nのうち、最も小さい値を求めなさい。​

​○​ ​の値が7の倍数となる。​​𝑛​ + ​4​
​○​ ​の値が11の倍数となる。​​3​​𝑛​ + ​1​

​(9)​​右の図において、原点をOとし、mは​​𝑦​ = ​1​
​4​ ​𝑥​​2​

​のグラフを表す。A、Bはm上の点であって、Aの​

​x座標は-2であり、Bのx座標は2より大きい。C​

​、Dは、Bを通りy軸に平行な直線上の点であ​

​り、Cのy座標はAのy座標に等しい。AとCとを結​

​ぶ。Dのy座標はBのy座標より小さく、AC=BDで​

​ある。​

​Bのx座標をt(tは2より大きい定数）とする。D​

​が2点A、Oを通る直線上にあるときのtの値を求​

​めなさい。答えを求める過程がわかるように、​

​途中の式を含めた求め方も説明すること。ただ​

​し、原点Oから点（1,0）までの距離、原点〇か​

​ら点（O,1）までの距離はそれぞれ1cmであると​

​する。​



​2​​右の図において、円Oは直径をABとし、半​

​径が3の円である。点Cは円Oの周上の点であ​

​る。点Dは線分BCの中点である。点Eは線分OD​

​の延長線と円Oの交点である。ACに平行で点B​

​を通る直線と円Oの交点をG、その直線の延長​

​上にAB=AFとなるようにとった点をFとする。​

​線分OBと線分DGの交点をHとする。次の問いに​

​答えなさい。​

​(1)​​△AGF∽△BDOを証明しなさい。​

​(2)​​∠OBG=​​°とするとき、扇形OBEの面積をaを使って表しなさい。​​𝑎​

​(3)​​BE=​ ​であるとき、​​6​

​(a)​​線分BGの長さを求めなさい。​

​(b)​​線分IOの長さを求めなさい。​

​(4)​​BE=​ ​であるとき、四角形OHDCの面積を求めなさい。​​6​

​3​​図Ⅰ,図Ⅱにおいて、立体ABC-DEFは5つの平面で囲まれ​

​てできた立体である。△ABCはAC=BC=5の二等辺三角形であ​

​る。底面の四角形ABDEはAE=5、AB=6の長方形である。​

​∠CBD=∠CAE=∠BCF=∠ACF=90°、CF=3である。CとDを結​

​ぶ。GD=2であり、CD//HGである。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、点Gと点E、点Hと点Eを結ぶ。点Iは​

​線分AC上の点である。​

​(a)​​線分FDの長さを求めなさい。​

​(b)​​線分HEの長さを求めなさい。​

​(c)​​△HEGの面積を求めなさい。​

​(d)​​FI+IBの長さが最も短くなる時の線分IBの長さを求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、Iは線分AC上の点であり、HI//ABで​

​ある。​

​(a)​​HIの長さを求めなさい。​

​(b)​​立体BHD-AIEの体積を求めなさい。​



​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​ ​を計算しなさい。​
​5​​𝑥​+​3​​𝑦​

​4​ − ​2​​𝑥​−​𝑦​
​3​

​(2)​ ​のとき、​ ​の値を求めなさい。​​𝑥​ = ​5​ − ​6​ ​𝑥​​2​ − ​10​​𝑥​ + ​3​

​(3)​ ​を因数分解しなさい。​​𝑎​​2​ − ​16​ + ​9​​𝑏​​2​ − ​6​​𝑎𝑏​

​(4)​​n を自然数とする。​ ​を満たす自然数 x の個数が50個のとき、nの値​​を求めなさ​​𝑛​​ ​​＜​​ ​ ​𝑥​​ ​​＜​​ ​​𝑛​ + ​1​
​い。​

​(5)​​A,B二つのサイコロを同時に投げ、Aのさいころの出る目をa, Bのさいころの出る目をbとする。​

​が素数である確率を求めなさい。​
​2​​𝑏​
​𝑎​

​(6)​​袋の中に黒色の碁石と白色の碁石がたたくさん入っている。この袋の中から 40 個の碁石を無作​

​為に抽出したところ，黒色の碁石が 32 個であり，白色の碁石が 8 個であった。取り出した 40​

​個の碁石を袋に戻し，新たに 100 個の白色の碁石を袋に加えてよくかき混ぜた後，再びこの袋の​

​中から 40 個の碁石を無作為に抽出したところ，黒色の碁石が 28 個であり，白色の碁石が 12​

​個であった。次の文中の [　　　] に入れるのに適している自然数を書きなさい。​

​標本調査の考え方を用いると，袋の中に初めに入っていた黒色の碁石の個数は、およそ​

​[　　　] 個であると推定できる。​

​(7)​​m を 2 けたの自然数とする。m の十の位の数と一の位の数との和を n とするとき，11n - 2m の​

​値が 50 以上であって 60 以下である m の値をすべて求めなさい。​



​2​​右の図において、三角形ABCはAB=3,AC=4,∠CAB=90°​

​の直角三角形である。点DをAD=1になるように線分AC上​

​にとる。点Fを線分BC上に、AB//DFになるようにとる。​

​直線DFの延長線上にあり、DE=4になるように点Eをと​

​る。点A,Eを結ぶ。点B,Dを結ぶ。線分BCと線分AEの交点​

​をG、線分BDと線分AEの交点をHとする。​

​(1)​​以下の問いに答えなさい。​

​(a)​​ECの長さを求めなさい。​

​(b)​​BEの長さを求めなさい。​

​(c)​​∠CBE=a°とする。∠ACEの大きさをaを使って表しなさい。​

​(2)​​以下の問いに答えなさい。​

​(a)​​GFの長さを求めなさい。​

​(b)​​△BHGの面積を求めなさい。​

​3​​図Ⅰ,図Ⅱにおいて、立体A-BCDEは、底面を長方形BCDE​

​とする四角すいである。CD=5、BC=6である。三角形ABC​

​は、AB=AC=10の二等辺三角形である。次の問いに答えなさ​

​い。∠ACD=∠ABE=90°である。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、辺AB上に、BC=BFとなるように点Fを​

​とる。点Gは、線分BEと平行でFを通る直線と辺AEの​

​交点である。点Bと点Eを結ぶ。​

​(a)​​△ADEの面積を求めなさい。​

​(b)​​線分FGの長さを求めなさい。​

​(c)​​線分GDの長さを求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、Iは線分AE上の点であり、HI//DEで​

​ある。​

​(a)​​HIの長さを求めなさい。​

​(b)​​立体CHD-BIEの体積を求めなさい。​



​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​ ​を計算しなさい。​
​5​​𝑥​+​3​​𝑦​

​4​ − ​2​​𝑥​−​𝑦​
​3​

​(2)​ ​のとき、​ ​の値を求めなさい。​​𝑥​ = ​2​ − ​6​ ​𝑥​​2​ − ​4​​𝑥​ + ​3​

​(3)​ ​を因数分解しなさい。​​𝑎​​2​ − ​16​ + ​9​​𝑏​​2​ − ​6​​𝑎𝑏​

​(4)​​n を自然数とする。​ ​を満たす自然数 x の個数が50個のとき、nの値​​を求めなさ​​𝑛​​ ​​＜​​ ​ ​𝑥​​ ​​＜​​ ​​𝑛​ + ​3​
​い。​

​(5)​​A,B二つのサイコロを同時に投げ、Aのさいころの出る目をa, Bのさいころの出る目をbとする。​

​が素数である確率を求めなさい。​
​3​​𝑏​
​𝑎​

​(6)​​袋の中に黒色の碁石と白色の碁石がたたくさん入っている。この袋の中から 40 個の碁石を無作​

​為に抽出したところ，黒色の碁石が 32 個であり，白色の碁石が 8 個であった。取り出した 40​

​個の碁石を袋に戻し，新たに 100 個の白色の碁石を袋に加えてよくかき混ぜた後，再びこの袋の​

​中から 40 個の碁石を無作為に抽出したところ，黒色の碁石が 28 個であり，白色の碁石が 12​

​個であった。次の文中の [　　　] に入れるのに適している自然数を書きなさい。​

​標本調査の考え方を用いると，袋の中に初めに入っていた黒色の碁石の個数は、およそ​

​[　　　] 個であると推定できる。​

​(7)​​m を 2 けたの自然数とする。m の十の位の数と一の位の数との和を n とするとき，11n - 2m の​

​値が 50 以上であって 60 以下である m の値をすべて求めなさい。​



​2​​右の図において、△ABCは∠ABC=90°、BC=4の​

​直角二等辺三角形である。点Dを線分AB上にとる。​

​CとDを結ぶ。直線CDの垂線で、Dを通る直線上に、​

​CD=DEとなるように点Eをとる。このとき、△EDCは​

​∠EDC=90°の直角二等辺三角形である。点Eから直​

​線ABにおろした垂線をFとする。AとFを結ぶ。​

​(1)​​△BCD≡△FDEを証明しなさい。​

​(2)​​Dが線分ABの中点であるとき、​

​(a)​​CEの長さを求めなさい。​

​(b)​​GEの長さを求めなさい。​

​(c)​​四角形ADHGの面積を求めなさい。​

​3​​図Ⅰ,図Ⅱにおいて、立体ABC-DEFは、5つ​

​の平面で囲まれた物体である。底面と上面は​

​それぞれ正三角形で、AB=6、DE=4である。​

​AD=BE=CF=2である。線分AB上に、AG=2になる​

​ように点Gをとる。線分AC上にも、AH=2になる​

​ように点Hをとる。次の問いに答えなさい。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、点Iは、線分EF上の点​

​である。点Jは、線分BC上にあって、​

​BJ=2となるようにとった点である。​

​(a)​​台形GHFEの面積を求めなさ​

​い。​

​(b)​​線分FGの長さを求めなさい。​

​(c)​​DI+IJが最も短くなるように点Iをとった時、線分DIの長さを求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、​

​(a)​​平面ABCと、平面DEFの距離​

​を求めなさい。​

​(b)​​立体CBE-HCFの体積を求め​

​なさい。​



​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​ ​を計算しなさい。​
​5​​𝑥​+​𝑦​

​2​ − ​2​​𝑥​−​𝑦​
​3​

​(2)​ ​のとき、​ ​の値を求めなさい。​​𝑥​ = ​3​ − ​6​ ​𝑥​​2​ − ​6​​𝑥​ + ​15​

​(3)​​二次方程式​ ​を解きなさい。​(​𝑥​ − ​2​)​2​ − ​3​(​𝑥​ − ​2​) + ​2​ = ​0​

​(4)​ ​を計算しなさい。​
​6​+​8​

​2​
+ (​2​ − ​2​)​2​

​(5)​​二つの箱 A, B がある。箱 A には数の書いてある 3 枚のカード 1、 4、 5 が入っており, 箱 B​

​には奇数の書いてある 3 枚のカード 3、 7、 9 が入っている。箱 A からカードを 2 枚, 箱 B​

​からカードを 1 枚同時に取り出し、 取り出した 3 枚のカードそれぞれに書いてある数のうち、​

​最も小さい数を a、 2 番目に小さい数を b、 最も大きい数を c とする。このとき、 a + c =​

​2b となる確率はいくらですか。A, B それぞれの箱において、 どのカードが取り出されることも​

​同様に確からしいものとして答えなさい。​

​(6)​

​(7)​​二桁の自然数nがある。nの十の位と一の位を入れかえてできた二桁の数をmとする。​

​このとき、次の条件を満たす自然数nを求めなさい。​

​○​ ​n - m は27の倍数である​

​○​ ​n + m は平方数である。​

​○​ ​n > m である。​



​2​​右の図において、点A、B、D、Eは半径が2で​

​直径をABとする円Oの円周上の点である。線分​

​ACは円Oの接線、ABと円Oの交点をEとし、弧BD​

​の長さが弧AEの長さの2分の1になるように点D​

​と直線ABについてC側にとる。BCとODの交点をF​

​とする。​

​(1)​​∠DOB=a°とするとき、弧AEの長さをaを​

​使って表しなさい。​

​(2)​​BF=BOを証明しなさい。​

​(3)​​AC=3であるとき、​

​(a)​​FBの長さを求めなさい。​

​(b)​​△OEFの面積を求めなさい。​

​3​​図Ⅰ、図Ⅱにおいて、立体ABCD-EFGH​

​はダブル屋根型である。IはEFの中点で​

​ある。底面は一辺の長さが6の正方形、​

​上面は一辺の長さが4の正方形、側面は​

​すべて等脚台形であり、AE=BF=CG=DH=3​

​である。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、​

​(a)​​ICの長さを求めなさい。​

​(b)​​△BCIの面積を求めなさい。​

​(c)​​点Fから面BCIにおろした垂線の長さを求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、JはGHの中点である。​

​立体ABCD-EFGHから立体IBF-JCGを取り​

​除いてできる立体ABIE-DCJHの体積を​

​求めなさい。​



​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​ ​を計算しなさい。​
​𝑥​+​𝑦​

​5​ − ​3​​𝑥​+​2​​𝑦​
​2​

​(2)​ ​の解が​ ​であるときのaの値を求めなさい。​​𝑥​​2​ − ​6​​𝑎𝑥​ + ​15​(​𝑎​ − ​2​) = ​0​ ​𝑥​ = ​3​

​(3)​​二次方程式​ ​を解きなさい。​(​𝑥​ − ​5​)​2​ − ​7​(​𝑥​ − ​5​) + ​12​ = ​0​

​(4)​ ​を計算しなさい。​
​6​+​8​

​2​
+ (​2​ − ​2​)​2​

​(5)​​箱の中に、それぞれ1,2,3,4,5の数が書かれた5枚のカードがある。この箱の中から3枚のカードを​

​取り出すとき、5枚のカードに書かれている数の和が3の倍数である確率を求めなさい。​

​(6)​​次の条件を満たす自然数nの最小の値を求めなさい。​

​○​ ​は 7の倍数である​​3​​𝑛​ + ​1​
​○​ ​は 5の倍数である​​6​​𝑛​ + ​16​

​(7)​​2桁の自然数をaとし、aの十の位と一の位を入れ替えた数をbとする。このとき、​ ​であ​​11≦​​𝑏​​≦99​
​る。​ ​の値が5の倍数であるとき、aの値を全て求めなさい。ただし、​ ​とする。​​𝑎​ − ​𝑏​ ​𝑎​ > ​𝑏​

​(8)​



​2​​右の図において、△ABCは​

​∠ACB=90°の直角三角形で、AC=9、​

​BC=3である。AC上に点Dをとり、​

​∠BDE=90°になるように点Eを、Aを通​

​りBCに平行な直線上にとる。​

​(1)​​△ADE∽△CBDを証明しなさい。​

​(2)​​AD=4であるとき、​

​(a)​​BDの長さを求めなさい。​

​(b)​​DFの長さを求めなさい。​

​(c)​​四角形GDCBの面積を求めなさい。​

​3​​図Ⅰ,図Ⅱにおいて、A-BCDEは四角すいであ​

​る。∠ABC=∠ABE=∠CBE=90°であり、AB=4、BC=6​

​、BE=5、CD=3である。底面は、CD//BEの台形であ​

​る。AB上に点Gをとる。底面に平行でGを通る平面​

​とACの交点をH、ADとの交点をI、AEとの交点をJと​

​する。AG=xとして、次の問いに答えなさい。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、​

​(a)​​DIの長さをxを使って表しなさい。​

​(b)​​四角形IHGJの面積が​ ​のとき、x​
​27​
​2​

​の値を求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、面IJGHより上の立体​

​A-HIJGと、面IJGHより下の立体​

​HIJG-CDEBの体積比は8:19である。この​

​とき、​

​(a)​​HIの長さを求めなさい。​

​(b)​​立体B-CDIHの体積を求めなさい。​



​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​​一次方程式​ ​を解きなさい。​
​𝑥​+​4​

​5​ − ​3​​𝑥​+​2​
​2​ = ​3​

​(2)​ ​、​ ​であるとき、​ ​の値を求めなさい。​​𝑥​ = ​2​ + ​5​ ​𝑦​ = ​2​ − ​5​ (​𝑥​ + ​𝑦​)​2​(​𝑥​ − ​𝑦​)

​(3)​​二次方程式​ ​を解きなさい。​(​𝑥​ − ​3​)​2​ − ​7​(​𝑥​ − ​5​) = ​12​

​(4)​ ​を計算しなさい。​
​6​+​12​

​3​
+ ​3​−​12​ ​2​

​6​

​(5)​​箱の中に、それぞれ1,2,3,5,7の数が書かれた5枚のカードがある。この箱の中から2枚のカードを​

​取り出すとき、2枚のカードに書かれている数の積が偶数である確率を求めなさい。​

​(6)​​二桁の自然数nの十の位と一の位を入れかえた数をmとする。n-mが27になるような自然数のうち、​

​9の倍数のものを答えなさい。​

​(7)​​二次関数​ ​の変域が-3≦x≦4のとき、-8≦y≦0であった。aの値を求めなさい。​​𝑦​ = ​𝑎​​𝑥​​2​

​(8)​​右の図において、x軸上のx座標が0より​

​大きい位置に点Aをとる。BをAのx座標​

​より4小さい位置にとる。CをAのx座標​

​より1大きい位置にとる。D,E,Fはそれ​

​ぞれ放物線​ ​上にあり、AとD、B​​𝑦​ = ​1​
​2​ ​𝑥​​2​

​とE、CとFのx座標はそれぞれ等しい。​

​△ODE=△ADFのときのAのx座標を求めな​

​さい。求め方も書くこと。​



​2​​右の図において、△ABCはAB=ACの二等辺三​

​角形で、Dは∠BACの二等分線である。AD//CEに​

​なるように点Eをとる。GはBEとADの交点であ​

​る。FはBからACにおろした垂線とACの交点であ​

​る。​

​(1)​​EG=CGを証明しなさい。​

​(2)​​BC=4、CE=2であるとき、​

​(a)​​AEの長さを求めなさい。​

​(b)​​FGの長さを求めなさい。​

​(c)​​四角形CFGDの面積を求めなさい。​

​3​​図Ⅰ,図Ⅱにおいて、立体ABE-DCFは屋根型である。面​

​ABCDと面ADFEは直角に交わる。AB=BC=CD=4、AD=6、四角​

​形BCFEはBE=8の長方形である。CF上に点Gをとる。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、CG:GFが5:2になるように点Gをと​

​る。このとき、​

​(a)​​GEの長さを求めなさい。​

​(b)​​DFの長さを求めなさい。​

​(c)​​DGの長さを求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、FG=2になるように点G、EH=2​

​になるようにBE上に点Hをとる。I、Jはそれ​

​ぞれCD、ABの中点である。​

​(a)​​IJの長さを求めなさい。​

​(b)​​立体DIGF-AJHEの体積を求めなさい。​



​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​ ​を計算しなさい。​
​𝑥​+​4​

​5​ − ​3​​𝑥​+​2​
​2​

​(2)​ ​のとき、​ ​の値を求めなさい。​​𝑥​ = ​3​ − ​6​ ​𝑥​​2​ − ​5​​𝑥​ + ​3​

​(3)​​二次方程式​ ​を解きなさい。​(​𝑥​ − ​7​)​2​ − ​5​(​𝑥​ − ​7​) = ​6​

​(4)​ ​を計算しなさい。​( ​12​− ​3​)( ​3​+ ​27​)

​(5)​​箱の中に、それぞれ1,2,3,5,7の数が書かれた5枚のカードがある。この箱の中から3枚のカードを​

​取り出すとき、箱の中に残っている2枚のカードに書かれている数の積が偶数である確率を求めな​

​さい。​

​(6)​​関数​ ​と、​ ​で、​ ​のときのyの変域が一致した。このとき、​​aの値を求め​​𝑦​ = ​𝑎​​𝑥​​2​ ​𝑦​ = ​2​​𝑥​ + ​6​ − ​3≦​​𝑥​​≦6​
​なさい。​

​(7)​​二桁の自然数nがある。nの十の位と一の位を入れかえた数をmとする。このとき、​ ​であ​​11≦​​𝑚​​≦99​
​る。​ ​で、nの十の位と一の位の和が13のとき、nの値を求めなさい。​​𝑛​ − ​𝑚​ = ​27​

​(8)​​右の図において、放物線​ ​上に点A、​​𝑦​ = ​1​
​2​ ​𝑥​​2​

​点Bをとる。点Cはy軸上にあってy座標が4​

​、点Dはy軸上にあってy座標が8の点であ​

​る。△AODと△BODの面積比が2:1のとき、​

​直線ABの式を求めなさい。求め方も書くこ​

​と​



​[B問題改題]​

​2​​右の図において、円OはCEを直径とする円であ​

​る。△ABCはAB=ACの二等辺三角形で、DはBからAC​

​におろした垂線とACとの交点である。ABとCEの交​

​点をFとする。CEとBDの交点をHとする。​

​(1)​​△ACE∽△DBCを証明しなさい。​

​(2)​​AD=5、CD=2であるとき、​

​(a)​​AEの長さを求めなさい。​

​(b)​​AFの長さを求めなさい。​

​(c)​​OHの長さを求めなさい。​

​3​​図Ⅰ,図Ⅱにおいて、立体AFHD-BEGC​

​は、6つの平面で囲まれた立体であ​

​る。底面と上面はそれぞれ正方形で、​

​AF=6、BE=4である。​

​∠BAF=∠ABE=∠BAD=∠ABC=90°であ​

​る。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、BとH、AとGをそ​

​れぞれ結ぶ。それらの線分の交​

​点をIとする。Iを通り底面に平​

​行な平面と、AB、EF、GH、CDの​

​交点をそれぞれJ、K、L、Mとす​

​る。​

​(a)​​BIの長さを求めなさ​

​い。​

​(b)​​四角形JKLMの面積を求めなさい。​

​(c)​​四角形AJKFの面積は四角形HLKFの面積の何倍か求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、I、J、Kはそれぞれ​

​EF、GH、CDの中点である。​

​(a)​​JKの長さを求めなさい。​

​(b)​​立体A-IJKの体積を求めなさ​

​い。​



​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​ ​を計算しなさい。​
​2​​𝑥​+​1​

​3​ − ​2​​𝑥​+​5​
​4​

​(2)​ ​を計算しなさい。​​2​​𝑎​​3​​𝑏​​5​ × ​3​
​7​ ​𝑏​​2​ ÷ ​14​

​12​ ​𝑎​​2​​𝑏​​6​

​(3)​ ​を因数分解しなさい。​​𝑥​​4​ − ​10​​𝑥​​2​ + ​9​

​(4)​ ​と​ ​のそれぞれにかけてどちらも自然数になるような分数を求めなさい。​
​111​
​34​

​74​
​51​

​(5)​​関数​ ​について、xの値が3から5まで増加するときの変化の割合が1であるとき、aの値を​​求​​𝑦​ = ​𝑥​
​𝑎​

​めなさい。​

​(6)​​二つのサイコロを振って出た目をそれぞれ​ ​とする。​ ​が偶数に​​なる確率を求めな​​𝑎​, ​𝑏​ ​𝑎​​2​ + ​4​​𝑎𝑏​ + ​4​​𝑏​​2​

​さい。​

​(7)​​3桁の自然数をnとする。その数を逆から読んだ数(135なら531)をmとする。このとき、次の条件を​

​満たす自然数nを求めなさい。​

​○​ ​である。​​𝑛​ − ​𝑚​ = ​693​
​○​ ​である。​​𝑛​ > ​𝑚​

​(8)​​右の図において、点A,Bは放物線​ ​上の点である。​​𝑦​ = ​𝑥​​2​

​Aのx座標をtとする。Bのx座標はAのx座標より5小さ​

​い。直線ABと平行で原点Oを通る直線とAを通りy軸に平​

​行な直線の交点をC、Bを通りy軸に平行な直線の交点を​

​Dとする。△ABCの面積が15のときのtの値を求めなさ​

​い。求め方も書くこと。​



​2​​右の図において、円OはABを直径とする​

​円である。AB=6である。円Oの周上に点Cを​

​とる。COに平行でAを通る直線と円Oの交点​

​をDとする。BとDを結ぶ。直線COとBDの交点​

​をEとする。∠BADの二等分線とBDの交点をF​

​とする。​

​(1)​​∠OAC=67.5°のとき、BEの長さを求め​

​なさい。​

​(2)​​△ADF∽△BCAを証明しなさい。​

​(3)​​AC=2のとき、​

​(a)​​ADの長さを求めなさい。​

​(b)​​EFの長さを求めなさい。​

​3​​図Ⅰ,図Ⅱにおいて、三角錐D-ABCは、底面​

​は∠ABC=90°の直角二等辺三角形で、AC=6、​

​AD=3である。∠BAD=∠CAD=90°である。AC上​

​にAE:EC=2:1になるように点Eをとる。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、Eを通りCDに平行な直​

​線とADの交点をFとする。FからBEにお​

​ろした垂線とBEとの交点をGとする。​

​(a)​​BFの長さを求めなさい。​

​(b)​​GFの長さを求めなさい。​

​(c)​​DGの長さを求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、BD上にBF:FD=2:1になるよ​

​うに点F、CB上にCG:GB=2:1になるように​

​点Gをとる。​

​(a)​​GFの長さを求めなさい。​

​(b)​​立体F-AGEの体積を求めなさい。​



​1​​次の問いに答えなさい。​

​(1)​ ​を計算しなさい。​
​𝑥​+​6​

​5​ − ​2​​𝑥​−​3​
​2​

​(2)​ ​を計算しなさい。​
​3​
​8​ ​𝑎​​2​​𝑏​ ÷ ​4​

​9​ ​𝑎​​𝑏​​2​ × (− ​3​​𝑏​)​2​

​(3)​ ​を因数分解しなさい。​​𝑎​​𝑏​​2​ − ​2​​𝑎𝑏​ − ​2​ + ​4​

​(4)​ ​を計算しなさい。​
(​3​ ​2​+​4​)(​3​ ​2​−​4​)

​6​ + ​2​
​3​

​(5)​​関数​ ​について、xの値が3から5まで増加するときの変化の割合が64であるとき、aの​​値を求​​𝑦​ = ​𝑎​​𝑥​​2​

​めなさい。​

​(6)​​二つのサイコロを振って出た目をそれぞれ​ ​とする。​ ​の絶対値が3の倍数である確率を​​𝑎​, ​𝑏​ ​3​​𝑎​ − ​2​​𝑏​
​求めなさい。​

​(7)​​nを3桁の自然数とする。nを13で割っても17で割っても6あまるとき、nの最小の値を求めなさい。​

​(8)​​右の図において、放物線​ ​上にx座標がt​​𝑦​ = ​𝑥​​2​

​の点Aがある。Aとy座標が等しく放物線上にあ​

​る点のうちAと異なる点をBとする。x軸上に​

​あってBとx座標が等しい点をCとする。直線AC​

​上にあって、x座標が4の点をEとする。x軸上​

​にあってEとx座標が等しい点をDとする。​

​△CDEの面積が△ABCの面積の2倍の時、tの値​

​を求めなさい。求め方も書くこと。​



​2​​図Ⅰ、図Ⅱにおいて、△ABCはAB=8、AC=6の直角​

​三角形である。BCに垂直な線上に、AC=DCになるよ​

​うに点Dをとる。ADとBCの交点をEとする。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、FはDからABにおろした垂線とAB​

​の交点である。DFとBCの交点をGとする。CとF​

​を結ぶ。このとき、△GFC∽△GBDを証明しなさ​

​い。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、​

​(a)​​BDの長さを求めなさい。​

​(b)​​ADの長さを求めなさい。​

​(c)​​△ECDの面積を求めなさい。​

​3​​図Ⅰ,図Ⅱにおいて、立体ABCD-EFGHは、ダ​

​ブル屋根型である。底面は一辺の長さが8の​

​正方形で、四角形ABCDと四角形EFGHはそれぞ​

​れ等脚台形である。BC=CD=DA=4、EH=GF=3で​

​ある。​

​(1)​​図Ⅰにおいて、GH上にGI=3となるよう​

​に点Iをとる。このとき、​

​(a)​​∠DABの大きさを求めなさい。​

​(b)​​GHの長さを求めなさい。​

​(c)​​AIの長さを求めなさい。​

​(2)​​図Ⅱにおいて、DHの中点をI、CGの​

​中点をJとする。​

​(a)​​IJの長さを求めなさい。​

​(b)​​立体AIHE-BJGHの体積を求め​

​なさい。​
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n
t
4

2
1
1
b
=
3
n
+
1
→24a-11b=11

2
1
0
=
1
1
+
1
1
b

2/a=1//1+Ь)

青
の
き
よ
り
、
2
1
0
は
り
の
倍
数

a
の
最
小
は
様
の
に
代
入

想n
=
7
3
4

8
(9) 右

の
図
に
お
い
て
、
原
点
を
0
と
し
、
m
は
y
 
=

(8,-64)

の
グ
ラ
フ
を
表
す
。
A
、
B
は
上
の
点
で
あ
っ
て
、
A
の

×
座
標
は
-
2
で
あ
り
、
B
の
座
標
は
2
よ
り
大
き
い
。
C

、
D
は
、
B
を
通
り
y
軸
に
平
行
な
直
線
上
の
点
で
あ

り
、
C
の
座
標
は
A
の
座
標
に
等
し
い
。
A
と
C
と
を
結

ぶ
。
D
の
座
標
は
B
の
3
座
標
よ
り
小
さ
く
、
A
C
=
B
D
で

あ
る
。

B
の
x
座
標
を
(
t
は
2
よ
り
大
き
い
定
数
)
 
と
す
る
。
D

が
2
点
A
、
0
を
通
る
直
線
上
に
あ
る
と
き
の
の
値
を
求

め
な
さ
い
。
答
え
を
求
め
る
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
、

途
中
の
式
を
含
め
た
求
め
方
も
説
明
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
原
点
か
ら
点
 
(1.0) ま

で
の
距
離
、
原
点
か

ら
点
 (0.1) 

ま
で
の
距
離
は
そ
れ
ぞ
れ
1
c
m
で
あ
る
と

す
る
。

6
2
1
 
ヒ
ー
ス

・
座
標
,
式
定
業
省
略
)

D
が
直
線
A
O
上
の
と
き
、

デ
ー
ス
ニ
ー
が
成
立
つ
。

こ
れ
を
解
い
て
、
>
2
よ
り
、
5
4 茶)

(
ヒ
1
)

モ
ー
2

이
(
ヒ
ー
)



 

 
 

3
5

5

(1) 
5

②
9
0
°
が
2
つ
あ
る
台
形
 

線
③

 B
か
ら
T
E
に
お
ろ
し
た
垂
線
を
「
と
す
る
。

L
T
E
B
=
4
5
°

B
C
-
E
C
=
5
よ
り
、

<
C
E
B
=
L
C
B
E
=
α

L
D
E
C
=
L
C
E
B
-
L
T
E
B
=
 (a-45)°

L
A
C
E
=
1
8
0
-
<
C
D
E

 -<CED=(135-a)

(2) 
平
行
線
 
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
r
砂
時
計

B
G
:
G
F
=
A
B
I
F
E
 =
3
1
=
1
2
:
7

BF=FBC=
②

 ☆
変
な
形
の
三
角
形
 
全
体
を
小
さ
く
し
て
い
く

そ
の
時
、
と
ん
が
り
ぼ
ら
し
を
よ
く
使
う
!

D
H
I
H
B
=
D
E
!
A
B
=
4
:
3

A
B
H
G
=

 A
B
F
D
X

△
B
F
D
=
X
I
X
 
二
号

3

E

3

-
4

2
3

(1) 
立
体
の
中
の
図
形
の
面
積

⇒
全
て
の
辺
の
長
さ
を
出
す
!

A
D
=
A
E
=
5
√
5
 
D
E
=

 6

等
辺
 

(2本) 
線

1
0

A
 A
D
M
で
三
平
方
⇒
 
A
M
=

 166 
365

3
5

②
等
辺
 

(
2
本
)
 
線

平
行
線
 
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
o
r
砂
時
計

A
A
C
D
A
F
T
D
O
O
A
C
S
D
 (
各
1
:
2
:
1
5
)

2
,

 D
F
=
2
D
S
=
2
5
 
D
F
:
F
A
=
2
:
3

よ
っ
て
、
F
G
=
D
E
=

③
 

脚
台
形
 
ダ
ブ
ル
垂
線

O
E
=
 

D
O
=

G
O
=
A
M
=

T

=
5

6
A
D
O
G
T
S
 

2
0

(
2
)
中
点
連
結
定
理
 
H
I
=
3

2
20・
対
称
面
の
存
在

(2
や
ね
型
の
体
積

A
底
面
積

=
5
X
M
X

व
ा

高
さ
の
平
均

10
P

=
 

(
6
+
6
+
3
)

 =
 5

5

個
景
 
X
5
:

3
5

5

1
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

数
学

(
C
問
題
]

(
模
擬
テ
ス
ト
2
)

(1) 5
x
+
3
 

2
4
-
を
計
算
し
な
さ
い
。
1
2

-
 

3
 

ク
 

+134
7
2

 +
1
3
4

1
2

(2) x 
=
 
5 -

/
6
の
と
き
、
ピ
ー
 
1
0
x 
+
 
3 
の
値
を
求
め
な
さ
い
。

1
-
5
-
-
0

18-1026+25-6

杨
項

6-22=-18
(3) x

2
 
-
 
1
6 
+
 
962 

-
 G
a
b
を
因
数
分
解
し
な
さ
い
。

(
1
-
3
6
0
-
1
6

=
(
x
-
3
b
+
4
1
(
x
-
3
6
-
4
)

(5) A, B
二
つ
の
サ
イ
コ
ロ
を
同
時
に
投
げ
、
A
の
さ
い
こ
ろ
の
出
る
目
を
a
,
 
B
の
さ
い
こ
ろ
の
出
る
目
を
b
と
す
る
。

2
b

一
が
素
数
で
あ
る
確
率
を
求
め
な
さ
い
。

a

③
確
率

1
0
1
2

2
4
6
8
 
1
0

0
4
6

이

(26

/
2

3
6

4

+

(6) 袋
の
中
に
黒
色
の
碁
石
と
白
色
の
碁
石
が
た
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
。
こ
の
袋
の
中
か
ら
 
4
0
個
の
碁
石
を
無
作

為
に
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
黒
色
の
碁
石
が
3
2
個
で
あ
り
、
白
色
の
碁
石
が
8
個
で
あ
っ
た
。
取
り
出
し
た
 
4
0

個
の
碁
石
を
袋
に
戻
し
、
新
た
に

 1
0
0
 個
の
白
色
の
碁
石
を
袋
に
加
え
て
よ
く
か
き
混
ぜ
た
後
、
再
び
こ
の
袋
の

中
か
ら
 
40 
個
の
碁
石
を
無
作
為
に
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
黒
色
の
碁
石
が
 
28 
個
で
あ
り
、
白
色
の
碁
石
が

 
1
2

個
で
あ
っ
た
。
次
の
文
中
の
 
[
 

] 
に
入
れ
る
の
に
適
し
て
い
る
自
然
数
を
書
き
な
さ
い
。

標
本
調
査
の
考
え
方
を
用
い
る
と
、
袋
の
中
に
初
め
に
入
っ
て
い
た
黒
色
の
碁
石
の
個
数
は
、
お
よ
そ

[ 
] 個
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
デ
ー
タ
 
文
字
お
き

f
x
 
(2+100)=28:12

 
5
6
0

=
1
4
0

(7) 
m
 
を
 
2
 
け
た
の
自
然
数
と
す
る
。
m
 
の
十
の
位
の
数
と
一
の
位
の
数
と
の
和
を
 

n

値
が
5
0
以
上
で
あ
っ
て
 
6
0 
以
下
で
あ
る

 
m
の
値
を
す
べ
て
求
め
な
さ
い
。

と
す
る
と
き
,
 

11n 
-
 
2
m
の

タ
ニ
メ
ー

m
=
1
0
x
+
y
 
n
=
x
+
y

5
0
9
1
4
-
x
)
 
6
0

17-28,394

(4) 
n
 
を
自
然
数
と
す
る
。
<
<
n
+
1
 
を
満
た
す
自
然
数

 
×
 の
個
数
が
5
0
個
の
と
き
、
n
の
値
を
求
め
な
さ

a
く
と
く
ん
を
満
た
す
と
の
個
数
:
 b
a
-
1

a
b
を
満
た
す
も
の
個
数
:
 
b
a
t
1

く
と
く
²

 t
e
n
t
I

2
n
t
1
=
1
-
5
0

n
=
2
5

1
1
n
-
2
m
=
9
y
9
x

(8) 
右
図
に
お
い
て
、
m
は
関
数
の
グ
ラ
フ

を
表
し
、
は
関
数

 y
=
x
-
1
の
グ
ラ
フ
を
表
す
。

A
,
 
B
は
m
上
の
点
で
あ
っ
て
、
A
の
x
座
標
は
正
で

あ
り
、
B
の
座
標
は
負
で
あ
る
。
A
の
座
標
と

B
の
座
標
と
は
等
し
い
。
A
の
座
標
を
と
し
、

t
>
0
と
す
る
。
C
は
軸
上
の
点
で
あ
り
、
C
の

座
標
は
A
の
座
標
と
等
し
い
。
D
は
上
の
点
で

あ
り
、
そ
の
x
座
標
は
負
で
あ
る
。
E
は
y
軸
上
の

点
で
あ
り
、
E
の
座
標
は
D
の
座
標
と
等
し
い
。

4
点
A
,
 
B
,
D
,
 
E
を
結
ん
で
で
き
る
四
角
形
A
B
D
E

は
平
行
四
辺
形
で
あ
る
。
C
E

 
=
 
4 
c
m
 で
あ
る
と
き
の

も
の
値
を
求
め
な
さ
い
。
答
え
を
求
め
る
過
程
が

わ
か
る
よ
う
に
、
途
中
の
式
を
含
め
た
求
め
方
も
書
く

こ
と
。
た
だ
し
、
原
点
か
ら
点

 
(
1
,
0
)
 
ま
で
の

距
離
、
原
点
か
ら
点
 
(
0
,
1
)
 
ま
で
の
距
離
は

そ
れ
ぞ
れ
1
c
m
で
あ
る
と
す
る
。

C
-
t

2
t

2
t

E

1
0
-
4
)

ノー
ズ年
二

x
/
=
h
-

A
l
t
)
 
B
(
一
)
c
(
0
)
 

(0.f
B
B
形
A
B
D
E
は
平
行
四
辺
形
だ
か
ら
、

A
B
=
D
E

A
B
=
t
-
(
-
t
)

 =
2
7

D(-25-4)
 点
D
が
C
に
メ
ー
)
上
に

あ
る
と
き
、
第
4
:
-
(
-
2
)
-
1
が
成
り
立
つ
。

これを解いて、もつのよん=140



  

 
 



 

 
 



 

 
 



 

 
 



 


